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教
育
広
報
「
あ
き
る
野
の
教
育
」
に
対
す
る
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
の
紙
面
づ
く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ
先
：
教
育
総
務
課
教
育
総
務
係　

☎
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４
２
ー
５
５
８
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
９
１
１
）

1
月
17
日
に
令
和
6
年
度
文

部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表
彰

式
が
東
京
大
学
安
田
講
堂
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

東
秋
留
小
学
校
で
は
、
地
域

の
伝
統
・
文
化
を
継
承
す
る
教

育
活
動
と
し
て
「
東
秋
留
『
ふ

る
さ
と
学
』」を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
と
地
域
が
協
働
し
郷
土

に
誇
り
と
愛
情
を
持
つ
こ
と
の

で
き
る
児
童
の
育
成
を
図
る
た

め
に
、
地
域
の
専
門
家
を
招
き

体
験
的
な
活
動
を
重
視
し
、
秋

川
歌
舞
伎
、
野
辺
囃
子
、
米
作

り
等
の
教
育
活
動
を
全
教
職
員

で
実
践
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

■あきる野市「家庭の日」推進事業
本市では、家族のふれあいを大切にし、親子の絆を深めながら、

明るい家庭づくりに努めてもらうことを願い、毎月第２日曜日を「家

庭の日」と定めています。「家庭の日」推進事業の一環として、「豊

かな心の育成・明るい家庭づくり」を推進するために、幼児の部

（絵画）、小学生の部（作文）、中学生の部（ポスター）を募集して

います。令和 6 年度は幼児の部 12 人、小学生低学年の部９人、

小学生高学年の部６人、中学生の部３人の入賞者を表彰しました。

なお、小学生の部（作文）の入賞作品につきましては、記載され

ている二次元コードを読み取り、ご覧ください。

毎
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
旧

市
倉
家
住
宅
（
五
日
市
９
２
０-

１
）

で
雛
人
形
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
江

戸
時
代
の
享

き
ょ
う
ほ
う保

雛
や
明
治
期
か
ら
昭

和
期
の
内だ

い

り裏
雛
、
御
殿
雛
、
高
砂
、

童
が
裃

か
み
し
もを

着
て
い
る
裃
雛
な
ど
、
100

体
以
上
が
並
び
ま
す
。
雛
人
形
に
は
、

大
切
な
人
の
幸
せ
を
願
い
、
結
婚
し

て
初
め
て
の
雛
祭
り
に
実
家
か
ら
嫁

い
だ
娘
へ
の
「
お
く
り
雛
」
や
、
女

子
が
生
ま
れ
た
と
き
に
親
族
や
近
所

の
方
か
ら
の
お
祝
い
と
し
て
贈
ら
れ

た
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

市
内
で
飾
ら
れ
て
い
た
雛
人
形
に

会
い
に
来
ま
せ
ん
か
。
今
年
の
展
示

は
３
月
９
日
ま
で
で
す
。

○
問
合
せ
先　

五
日
市
郷
土
館

☎
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４
０
６
９
（
月
曜
休
館
）

小
・
中
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
を
対
象
に
、
一
定
の
条
件

を
満
た
す
場
合
は
、
就
学
援
助
費

と
し
て
学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費
な

ど
、
教
育
費
の
一
部
を
援
助
し
て
い

ま
す
。

令
和
６
年
12
月
17
日
に
市
役
所

で
、
あ
き
る
野
市
教
育
委
員
会
感
謝

状
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
就
学
援
助
費
の
支
給

を
希
望
す
る
方
は
、
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
限
（
４
月
申
請
分
）

４
月
30
日

贈
呈
さ
れ
た
感
謝
状
は
、
市
の

教
育
、
学
術
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
振

興
に
功
労
が
あ
っ
た
個
人
と
団
体
に

対
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で

す
。今

年
度
は
16
人
の
方
に
お
贈
り
し

ま
し
た
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

この表彰は、あきる野市青少年顕彰

ふるさと委員会が青少年問題協議会・

教育委員会と共催し、市内で善い行い

をした 25 歳未満の青少年を表彰す

るものです。令和６年度は、個人の部

40人、団体の部７団体を表彰しました。

非常勤の特別職の職にあった者

元あきる野市青少年委員

黒田　勉

海老沢　治美

木村　恵子

西山　美香

関谷　隆俊

吉永　定見

元あきる野市社会教育委員
遠藤　隆一

溝口　正恵

元あきる野市スポーツ推進委員 笹本　陽子

伝統文化活動への功労

伊奈新宿囃子保存会
田島　範泰

加藤　益亨

菅生歌舞伎菅生一座 中島　みずえ

青少年のスポーツの振興 ･ 発展

東海大菅生高等学校中等部
ソフトボールクラブ顧問

村田　隆一

全国大会等の規模の大会に出場

南秋留エムズ 山口　孝

多西クラブ 前田　重紀

Canata 田中　愛美

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度

　
就
学
援
助
費

　
就
学
援
助
費

申
請
書
等
は
学
校
を
通
じ
て

配
付
し
ま
す
。詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大切な人の幸せを願う大切な人の幸せを願う

雛 祭 り雛 祭 り

令
和
６
年
度

あ
き
る
野
市
教
育
委
員
会

感
謝
状
贈
呈
式

令
和
６
年
度　
東
秋
留
小
学
校

文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表
彰

米作り 野辺囃子

■あきる野市青少年善行表彰

善行表彰の様子

青少年善行表彰
表彰者一覧

表彰者一覧 最優秀、優秀
作品一覧

「家庭の日」推進事業表彰

あきる野市 「家庭の日」 推進事業表彰式あきる野市 「家庭の日」 推進事業表彰式
あきる野市青少年善行表彰式あきる野市青少年善行表彰式

令和６年11月３日、五日市地域交流センターまほろばホールにて実施令和６年11月３日、五日市地域交流センターまほろばホールにて実施

【幼児の部】最優秀賞　竹本美雨

【幼児の部】優秀賞　萩原誠大 【幼児の部】優秀賞　大沢亮斗 【中学生の部】優秀賞　武田音奏

【中学生の部】最優秀賞　茂木みら

【幼児の部】優秀賞　中司優菜

【幼児の部】優秀賞　服部彩永


